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3月定例会　30年度町予算決まる
30年度予算の目玉は・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.2～3
町政をただす・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.10～15



●3月定例会の概要
3月定例会は、3月8日～20日まで開かれた。
議案30件、同意2件を審議し全て可決した。
陳情４件のうち2件を採択し、関係機関へ意見
書を提出した。

●地域交流センター整備費 7億491万円

●緑地公園整備費 9061万円

●ミニ公園整備費 1000万円

●文化財施設整備費 378万円

●町なかサイン整備費 100万円

●周辺道路整備費 1億1608万円

平成30年度一般会計予算 総額55億1900万円（対前年比13.4%増）過去最高額予算

主な目玉事業は…主な目玉事業は…

社会資本総合整備事業費

土地改良事業費

地域交流センター全景模型

滝沢地区水路

まちなかの賑わい拠点施設

４月に開所した池田児童クラブ

地域交流センター・緑地公園　整備などいよいよ完成へ !!地域交流センター・緑地公園　整備などいよいよ完成へ !!地域交流センター・緑地公園　整備などいよいよ完成へ !!地域交流センター・緑地公園　整備などいよいよ完成へ !!
社会資本総合整備事業社会資本総合整備事業

放課後児童クラブ施設整備
事業費　　　　2403万円

会染児童センターと池田児童クラブの
施設整備として。

次世代育成支援事業費など
731万円

出産祝金を改正し、小中学校入学
祝い金を支給する。
出産祝金　3万円
小学校入学祝金5万円
中学校入学祝金3万円

空き家対策事業費

●空家対策業務委託料 540万円

●空家解体事業補助金 100万円

補助額20万円／件

●会染西部ほ場整備65ｈａの書類作成委託料 240万円

●農業農村整備事業負担金 2250万円

●鵜山地区3.7ｈａのほ場整備

　滝沢地区水路改修の書類作成委託料 3043万円

　工事請負費 2億4427万円

尿中塩分検査が追加！！

30年度から特定健康診査・後期高齢者健診・ヤング健

診の検査項目に尿中塩分検査が追加されます(健診料

は昨年と変わりません)。

まちなかの賑わい拠点整備事業費
450万円

●指定管理料 200万円

●まちなかの賑わい推進事業委託料 250万円

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
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予
算

３月定例会
主な議案の説明と
審査結果
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子どもへの仕送り
（他会計への繰り出し金）
132万円（23.9%）

貯金（積立金）3万円（0.5%）

配偶者のパート代
（寄付金、繰入金など）
80万円（14.5%）

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金など）
295万円（53.4%）
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 平成30年度 池田さん家の家計簿
ち

ち 30年度一般会計予算55億1900万円を
池田さん家（仮称、年間収入552万円）の家計に置き換えてみました

30年度一般会計予算55億1900万円を
池田さん家（仮称、年間収入552万円）の家計に置き換えてみました

●実質公債費比率(町収入に対する借金返済額の割合)。

今後、穂高ごみ処理施設の負担金などの大型事業により比率が高まっていく。

●元利償還金(元金とそれに対する利子を支払う借金返済金のこと)。

社会資本総合整備事業ほか、大型事業の進捗により普通会計分が増加していく。

町財政の今後の見とおし

その他（譲与税など）27万円（4.9%）
借金53万円（9.6%）

給料（町税、使用料、手数料）
97万円（17.6%） 生活費（人件費、物品購入費、扶助費）

207万円（37.6%）

自宅改造・修繕費
（建物・道路などの工事費）
157万円（28.4%）

ローン返済（借金返済）
53万円（9.6%）

元利償還金
（百万円） （予想） （％） （予想）

年間552万円の収入源収入 年間552万円の使われ方支出

実質公債比率

池田さん家（仮称）の家計池田さん家（仮称）の家計

H25
【H28年度までは確定。H29年度以降は見込み】

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
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平成30年度の各種会計予算
　 30年度予算額 対前年度増減

池田町工場誘致等特別会計 608万円 0

池田町国民健康保険特別会計 10億2745万円 △1億9861万円

池田町後期高齢者医療特別会計 1億3677万円 1033万円

池田町下水道事業特別会計 6億5970万円 △1374万円

池田町簡易水道事業特別会計 901万円 △300万円

池田町水道事業会計 3億1010万円 8566万円
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３月定例会
主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

○・・・賛成　●…反対

区
分 件　　　　　名

審
査
結
果

倉
科
栄
司

横
澤
は
ま

矢
口　

稔

矢
口
新
平

大
出
美
晴

和
澤
忠
志

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

櫻
井
康
人

立
野　

泰

議案

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
東山夢の郷公園トイレ改修を追加（1500万円） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例
移住定住推進協議会委員・定住アドバイザー及び中小企業・小
規模事業者振興円卓会議委員の報酬を支給する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

税条例の一部を改正する条例
平成30年10月1日から町民法人割額を現行の12.1％から
10.9％に引き下げて企業の税額負担を軽減する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一部を改正する条例
県国保への移行により30年度から資産割をなくし3方式（所得
割・均等割・平等割）とする

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災会議条例の一部を改正する条例
現行の条例に水防計画などの記述がなく水防計画等の作成に
支障をきたすため改正する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
非常勤消防団員に係る損害補償の基準の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

町営駐車場条例の一部を改正する条例
町営まちなか第1・第2駐車場を設置し使用料を規定する

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

まちなかの賑わい拠点施設設置及び管理に関する条例
スペースゼロ跡地に賑わい拠点を設置し指定管理者による運
営業務などを規定する　

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

文化財保護条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童センター設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度一般会計補正予算
5845万円を減額し、農業振興費を5269万円増額する。災害復
旧費7250万円を来年度へ繰り越し社総交事業1300万円を増
額するなど

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度工場誘致等特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度簡易水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 池田町教育委員会委員の任命 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
国に対して生活保護費引下げ中止を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情

国に対して生活保護費引下げ中止を求める意見書提出の
陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

憲法9条改正と「緊急事態条項」を含む改憲案の国会発議
に反対する陳情　　　　 不採択 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ●

日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書提出を
要請する陳情　 採択 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 〇

旧北保育園利活用についての陳情　　　 趣旨
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願（陳情）の採択・不採択…議会がその内容を審議して決定した賛否の意思決定のこと
表決（可決・否決・同意など）…議会の意思決定（個々の議員が参加し、議題などに対して賛成、反対の意思表示する）一口メモ
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予
算
決
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別
委
員
会

ここが　
　聞きたい 予 算 審 査 質疑

予算決算特別委員会
平成 30 年度の一般会計及び各種特別会計・水道事業会計は、予算決算特別委員会で審議しました。
町政全般にわたり、数多くの質疑がありました。その中から、いくつかをお知らせします。

町
公
民
館
の
跡
地
利
用
は
?

問　

ミ
ニ
公
園
（
町
公
民
館

周
辺
跡
地
）
の
調
査
設
計
委

託
料
一
千
万
円
は
高
額
で
あ

る
が
事
業
内
容
は
。

答　

社
会
資
本
総
合
計
画
と

し
て
予
算
精
査
す
る
中
で
減

額
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
る
。
公
園
整
備
は
八
幡
神

社
氏
子
や
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
す
す

め
る
。
立
派
な
公
園
や
駐
車

場
整
備
は
困
難
。
事
業
規
模

縮
小
も
あ
る
。

自
治
会
補
助
費
の
増
額
!

問　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
の
増
額
は
。

答　

自
治
会
に
備
品
購
入

費
と
し
て
補
助
率
3
分

の
2
の
上
限
50
万
円
ま

で
の
補
助
。

空
家
対
策
の
今
後
は
?

問　

空
家
対
策
の
デ
ー
タ
化
の

活
用
は
。

答　

自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

課
題
が
み
え
て
き
た
の
で
対
策

会
議
で
審
議
す
る
。
山
間
部
は

鳥
獣
被
害
が
あ
る
が
、
平
地
の

町
な
か
も
深
刻
な
課
題
が
あ
る
。

問　

行
政
代
執
行
の
考
え
は
あ

る
か
。

答　

複
雑
な
問
題
が
関
わ
っ
て

く
る
。
30
年
度
は
調
査
を
完
成

し
31
年
度
以
降
交
渉
に
入
る
。

専
門
家
の
助
言
も
考
え
て
い
る
。

問　

空
き
家
対
策
事
業
費
は
。

答　

空
き
家
対
策
協
議
会
委
員

12
人
の
報
酬
や
空
き
家
調
査
業

者
委
託
料
、
解
体
補
助
金
1
件

20
万
円
の
5
件
分
で
あ
る
。

交
通
事
故
現
場
の
信
号
機
設
置
は
ど

う
な
っ
た
！

問　

林
中
県
道
の
信
号
機
問
題
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

自
治
会
協
議
会
か
ら
の
署
名
簿

を
添
え
て
、
長
野
県
公
安
委
員
会
に

提
出
し
た
。

出
産
祝
金
か
ら
入
学
祝

金
へ
の
移
行
は
？

問　

入
学
祝
い
金
が
支
給
さ
れ
る

が
、
一
時
金
で
な
く
保
育
費
や
給

食
費
な
ど
日
常
の
支
援
の
方
が
効

果
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

出
産
祝
い
金
を
受
給
し
、
す

ぐ
に
転
居
す
る
人
が
お
り
入
学
支

援
に
変
え
た
。
給
食
費
は
１
万
円

補
助
し
て
い
る
。

水
道
検
針
外
部
委
託

へ
！

問　

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
を
外
部
委
託
す

る
理
由
は
。

答　

現
在
１
名
で
対

応
し
て
い
る
が
、
外

部
委
託
す
る
事
に
よ

り
検
針
が
安
定
的
に

推
進
で
き
る
。

東
山
夢
の
郷
公
園
施
設
ト
イ
レ

の
改
修
は
？

問　

改
修
工
事
の
着

工
は
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。

答　

観
光
シ
ー
ズ
ン

の
終
わ
る
頃
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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総
務
課

住
民
課

健
康
福
祉
課

企
画
政
策
課

建
設
水
道
課

急がれる空家対策

どうなる町公民館跡地



予
算
決
算
特
別
委
員
会

総 括 意 見

海
外
販
路
開
拓
事
業
は
？

問　

海
外
販
路
開
拓
等
推
進
事
業

で
販
路
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
し
た
理

由
は
。

答　

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台

湾
等
は
既
に
日
本
企
業
が
多
数
進

出
し
、
競
争
相
手
が
多
く
販
路
拡

大
に
は
難
し
い
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
ま
だ
開
拓
の
余

地
が
あ
り
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

黒
田
精
工
の
関
連
会
社
も
あ
る
こ

と
か
ら
選
択
し
、
事
業
推
進
す
る
。

当
地
で
町
の
食
材
を
使
っ
て
の
試

食
会
も
行
わ
れ
好
評
を
受
け
て
い

る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
展
開

問　

外
国
人
旅
行
誘
致
事
業
と
は
。

答　

５
年
計
画
で
、
飲
食
店
な
ど

で
外
国
人
旅
行
者
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
雇

い
研
修
を
行
う
。

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の
創
設
は
？

問　

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
設
事

業
の
運
営
は
。

答　

商
工
会
と
一
体
で
創
出
し
て

い
く
。
新
会
社
に
企
画
運
営
を
事

業
委
託
す
る
。
町
も
地
域
協
力
隊

を
配
置
す
る
な
ど
連
携
し
て
い
く
。

指
定
期
間
は
３
年
と
考
え
て
い
る
。

花
の
里
づ
く
り
補
助
金
は
？

問　

花
の
里
づ
く
り
推
進
補
助
金

の
内
容
は
。

答　

一
世
帯
１
千
円
の
補
助
金
制

度
を
廃
止
し
花
づ
く
の
た
め
、
プ

ラ
ン
タ
ー
等
資
材
費
も
含
め
申

請
に
基
づ
き
個
人
に
１
万
円
、
町

内
企
業
と
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

に
は
３
万
円
を
補
助
す
る
。
ま
た
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
も
検
討
す
る
。

部
活
動
指
導
の
現
状
は
？

問　

中
学
校
の
部
活
動
指
導
者
不
足
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

で
き
れ
ば
部
活
動
の
指
導
者
を
地
域
の
経
験
者

に
お
願
い
し
た
い
。
平
日
も
含
め
土
、
日
曜
日
の
部

活
動
時
間
を
制
限
す
る
方
向
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、

社
会
教
育
に
切
り
替
え
教
員
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
。

当
面
は
地
域
の
経
験
者
を
指
導
員
と
し
て
、
ど
う
確

保
す
る
の
か
、
体
協
関
係
者
と
相
談
し
進
め
る
。

新
図
書
館
開
館
に
応
援
隊

の
募
集
を
！

問　

図
書
館
の
移
動
に
伴

い
図
書
の
移
動
を
業
者
に

委
託
し
て
い
き
た
い
と
の

事
だ
が
、
な
る
べ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
よ
り

多
く
の
町
民
が
移
動
作
業

に
携
わ
る
事
で
、
図
書
館
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
感

じ
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
今
後
の
図
書
館
運
営
に
役
立

つ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

移
動
作
業
に
は
軽
重
、
丁
寧
、
複
雑
な
梱
包
等

い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
る
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

出
来
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
対
応
出
来
る
か
検
討

し
た
い
。

予算決算特別委員会として、次のような意見を申し述べました。

●生涯学習課
　社総交事業は既に当初予算を大幅に上回っている。当
初計画を踏襲するのではなく、事業から得られる効果と
課題となる点を十分吟味され身の丈に合った事業執行を
図られたい。

●住民課
　新年度から国保の保険者が市町村から県へ移管される。
町民に充分周知をするとともに、国保税に直結する医療
費の抑制を図るため、町民自らが健康管理に更に努める
ようあらゆる機会を通じて行政から啓蒙されたい。 

●企画政策課
　新たな償還が始まり実質公債費比率の
上昇が見られる。５～１０年先の中長期的
な視野で財政運営を図られたい。

●産業振興課
　まちなかの賑わい拠点施設整備事業は
手探り状態でのスタートとなる。新たな指
定管理者や商工会と緊密な連携をした事
業推進を行われたい。
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生
涯
学
習
課

産
業
振
興
課

教
育
保
育
課

併設された農産物加工施設

整備がすすむハーブ園



議
案
審
議
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 (本会議質疑)
まちなかの賑わい拠点施設設置及び
管理に関する条例

(内容)旧スペースゼロ跡地に整備した、まちなかの
賑わい活性化施設の適正な管理運営について制定
する。
問　指定管理者を公募で選ぶのか。
答　指名選定で、５，６月に議会にはかる。
問　管理者の運営の検証をするのか。
答　管理者と協定を結び報告を義務付ける。
問　起業に向け努力する中で、町は指導するのか。
答　レンタルオフィスは、料金も安く設定し、町内で

起業の足掛かりをつかんでもらう。
問　使用料金が安過ぎるのでは。
答　他市町村を調査し、起業支援のため安価にした。

 (本会議質疑)
国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例　

(内容)池田町の国保税の算定は、所得割・資産割・
均等割・平等割の4方式により算定している。平成
30年度より県の国民健康保険の運営による新制度
へ移行することにより、標準的な3方式による算定
方式に改め、それに伴う税率、課税標準額などを改
正する。
問　町は激変緩和措置を受けるが保険料が高いか

らなのか。
答　県への納付金が高いので激変緩和措置を受け

る。措置は６年間まで。

 (本会議質疑)
児童センター設置及び管理に関する
条例の一部改正　

(内容)放課後子ども総合プランの導入に合わせ児
童センターの名称を変更。児童センター機能は会染
児童センターへ統合し、池田児童センターの名称を

「池田児童クラブ」とする。
問　職員体制は。
答　現在、池田会染で４人ずつの８人を９人体制に

する。
問　児童クラブへ移行となれば、児童センターとし

ての利用は。
答　会染に一元化し、池田は児童クラブとなる。
問　池田は児童クラブであれば、児童が使用しない

時間を公共施設として、例えば各教室や高齢者
などの利用はできないか。

答　施設活用について検討したい。

薄井孝彦　議員

町民福祉の向上、町なかの活性化、人口増、
農業振興、小学生の放課後の居場所づくりに資する予算
となっており賛成。また、来年度事業の執行にあたっては、

「まちなかの賑わい推進事業」への町の人的援助と地域
交流センターの運営は町民の声を聞いて進めるようお
願いする。

矢口　稔　議員

主な事業として地域交流センター建設や、
中山間地域のほ場整備事業等過年度より継続して実施
されている事業があげられる。町なかの賑わいの再生に
向けて、また豊かな里山の整備に向けて町民の期待も大
きい。しかし、昨今の建設単価コストの上昇により大幅に
当初計画よりも事業費が伸びている事業である。来年度
以降も穂高クリーンセンターや会染保育園の建て替えな
ど、過年度事業の繰り上げ償還など大きな歳出が予定さ
れている。中長期的な見通しを持った行財政運営が強く
求められている。予算執行にあたり、改めて最小限の歳出
で最大限の効果が挙げられるよう要望する。

薄井孝彦　議員

固定資産税の2重払いをなくし、保険料負
担を軽減するする措置が執られたこと、医療費を下げる
方策として尿塩分摂取量検査を予算化したことを評価す
る。国保基金が減少したので町民が健康診断を受け、減
塩でバランスの良い食事を勧めるよう保健指導の強化
をお願いする。

(本会議質疑)
文化財保護条例の一部を改正する条
例　

(内容)無形民俗文化財を補完する審査基準の追記
問　何を指定するのか。
答　技術、芸能などを認

めたい。
要望　八幡神社行事な

どを認めてほしい。

議　案　審　議
条

制

例

定
条

改

例

定

条

改

例

定

条

改

例

定

池田八幡神社秋の祭典

討論〈平成30年度池田町一般会計予算〉

討論〈平成30年度池田町国民健康保険特別会計予算〉

賛成です

賛成です

賛成です



陳
情
審
議
／
陳
情
討
議
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大出美晴　議員

国の方針がまだ決まってい
ないこと、また池田町の町民の考えも把握
しきれていないので、もっと議論が必要と
考え反対する。

矢口　稔　議員

さまざまな考え方や意見が
あり、世論調査も変わっている。慎重審議
を重ねるべきと考える。また、憲法9条と緊
急事態条項は分けて考え、苦渋の選択であ
るが、今回は採択できない立場である。

薄井孝彦　議員　

自民党は憲法9条改定の国会発議を今の通
常国会明けにも出すことを狙っている。今、反対しないと日
本は海外で戦争する国になってしまう。よって、本陳情は採
択すべきである。

服部久子　議員

戦後73年間、日本が平和だったのは、戦争放
棄をうたった憲法9条があったからである。自衛隊を憲法
に書き込むことによって憲法９条２項の「戦力の不保持」を
死文化し、自衛隊がアメリカの補完戦力として紛争他に派
遣されることになる。また、緊急事態条項は、既存の法律で
対応可能で憲法改定の必要はないので陳情に賛成する。

陳 情 審 議

陳 情 討 論
旧北保育園

総務福祉委員会

本会議

〇陳情
国に対して生活保護費引き下げ
中止を求める意見書提出の陳情
意見　憲法25条で国民は文化的
な権利を有するとし、それに向っ
て努力しなければならないと言っ
ているので賛成。

【審査結果】全員賛成で採択

〇陳情
日本政府に核兵器禁止条約の調
印を求める意見書提出を要請す
る陳情
意見　核兵器そのものを持つべ
きではない。

【審査結果】全員賛成で採択

国に対して生活保護費引下げ中止を求める意
見書提出の陳情 

服部久子　議員

アベノミクスで貧困と格差が広
がるなか、生活保護受給条件を満たしている
人の約8割が受給していない。これ以上の生活
保護費の引き下げは、生存権を奪うことにな
り憲法25条に違反するので陳情に賛成する。

憲法９条改定と「緊急事態条項」を含む改憲案の国会発議に反対する陳情

日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書提出
を要請する陳情

服部久子　議員

核兵器禁止条約は、国連加盟国193か国
中、122か国が署名した。日本は世界で唯一の被爆国で、
核兵器の破滅的な人道的結果をどこの国よりも認識し
ている。世界に先んじて核兵器廃絶を指導することが求
められ、陳情に賛成する。

〇陳情
憲法９条改定と「緊急事態条項」を含む改憲案の国会発議に反対
する陳情
意見　慎重審議を求め継続審査としたい。
意見　考えは多々あるが９条の重みを考え採択すべき。
意見　９条は日本が世界に誇るものであるので採択すべき。
　【審査結果】賛成多数：採択

〇陳情
旧北保育園利活用についての陳情書
意見　耐震化となっていない。園舎の使用は大丈夫か。
意見　遊戯室のドアの不備や耐震ができていない建屋の使用は
慎重に考えるべき。園庭入口の柵は解消され、園庭への使用は可
能だとの事。遊具の設置も含
め、早い時期に自治会と担当
課で十分に協議して欲しい。

【審査結果】全員：趣旨採択

賛成です 賛成です

賛成です

賛成です

反対です

反対です



10議員が町政をただす!10議員が町政をただす!10議員が町政をただす!

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の考えをもとに、町長や教育長など方針を問うものです。
池田町は1人60分の制限時間内で質問します。議会だよりはスペース都合上、質問と答弁が要約してあります。
臨場感ある本会議での傍聴をお待ちしております。また、議事録は議会事務局や議会ホームページで閲覧ができます。

一口
メモ
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質問者 質問事項

倉科　栄司　議員
・美しい町づくりの新年度予算対応について 
・池田町職員行動指針の検証と評価について

薄井　孝彦　議員
・防災対策について
・住宅宿泊事業法（民泊新法）について
・「文化のまちづくり」について

服部　久子　議員

・放課後子ども総合プランについて
・会染保育園の改築はどうなるのか
・国民健康保険運営の広域化の影響は
・子どもの貧困に実態調査を

横澤　はま　議員
・人口減少・これからの池田町構想について
・教育からはじまる地方創生について
・町の活性化につなげる、地域交流センターの運営方針について

櫻井　康人　議員
・少子化による保育園、小・中学校での問題点と対応は
・農業委員会及び図書館職員との意見交換会の成果と課題

矢口　新平　議員

・30 年度以降の財政シミュレーションはどうなるのか
・池田町まちなかの賑わい拠点について
・池田町農産物加工組合について
・指定管理制度について

大出　美晴　議員
・スポーツ振興にもっと力を注ぐべきでは
・他市町村との連携をすみやかに進める時期では
・町長の目指すものは

和澤　忠志　議員
・スマホ汚染（電磁放射線被爆による）対応について
・花とハーブの推進係の新設について

矢口　　稔　議員
・地域おこし協力隊への取り組みについて
・役場公用車の活用について
・日本語学科を伴う専門学校設置について

立野　　泰　議員

・ 保小中一貫校（一貫教育）について現在どんな検討がなされているのか
・ 会染保育園の建て替えについて
・ 災害弱者（子ども・高齢者・障がい者）の災害時における避難誘導について
・ ＡＥＤの設置について



議
会
　
一
般
質
問

美
し
い
町
づ
く
り
の
今
後

の
具
体
的
目
標
・
活
動
は

問　

美
し
い
町
づ
く
り
推

進
計
画
が
策
定
さ
れ
、そ

の
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
施
策
が
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、今
後
の

活
動
は
。

答　

環
境
面
で
は
①
ご
み
が

捨
て
ら
れ
に
く
い
環
境
づ
く

り
②
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
保

存
と
復
元
③
ご
み
の
減
量
化

④
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

促
進
⑤
荒
廃
農
地
・
耕
作
放

棄
地
の
解
消
。景
観
面
で
は

①
花
と
ハ
ー
ブ
の
環
境
整
備

②
ま
ち
な
み
の
景
観
の
保
全

と
向
上
③
里
山
・
森
林
の
整

備
④
土
地
利
用
計
画
に
よ
る

景
観
保
全
。人
づ
く
り
の
面

で
①
全
町
一
丸
の
あ
い
さ
つ

運
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

新
年
度
予
算
の
当
初
要
求

は問　

何
の
た
め
の
予
算
を

い
く
ら
要
求
し
た
か
。

答　

美
し
い
町
づ
く
り
推
進

委
員
会
の
経
費
を
中
心
と
し

た
予
算
編
成
に
な
っ
た
。

問　

県
道
脇
の
歩
道
の
草

刈
り
作
業
は
。

答　

歩
道
の
草
刈
り
関
係
は

県
に
引
き
続
き
要
望
し
て
い

く
。県
の
草
刈
り
作
業
が
例

年
ど
お
り
一
回
な
ら
ば
昨
年

始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
作
業
が
中
心
に
な
る
。

池
田
町
職
員
行
動
指
針
の

検
証
と
評
価
に
つ
い
て

問　

昨
年
５
月「
池
田
町
職

員
行
動
指
針
」が
定
め
ら

れ
た
。行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て「
や
る
気
！
元
気
！
気

配
り
！
笑
顔
！
町
民
と
共

に
歩
み
ま
す
」と
標
記
さ
れ

具
体
的
な
７
つ
の
行
動
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。現
在
こ

の「
指
針
」は
ど
う
位
置
付

け
ら
れ
、実
践
さ
れ
て
い
る

か
。

答　

こ
の「
指
針
」は
役
場
組

織
の
閉
塞
感
を
打
破
し
、対

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
窓
口
応
対

を
向
上
さ
せ
、町
民
の
視
点

に
立
っ
た
町
政
を
実
現
す
る

た
め
の
職
員
の
意
気
込
み
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。策
定

以
降
各
課
の
壁
や
柱
な
ど
に

「
指
針
」を
掲
示
し
、月
曜
日

の
朝
礼
の
際
、各
課
で
唱
和

し
て
い
る
。「
指
針
」を
定
め
て

間
も
な
い
が
、職
員
の
意
識

改
革
な
ど
成
果
も
出
て
き
て

い
る
。行
政
内
部
の
掛
け
声

倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、今

後
も
引
き
続
き「
指
針
」を
実

践
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

美
し
い
町
づ
く
り
の

新
年
度
予
算
対
応
に
つ
い
て

倉
科　

栄
司 

議
員

【
企
画
政
策
課
長
】
県
道
脇
の
歩
道
の
草
刈
り
は
予
算

付
け
困
難

問　

６
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る
新

た
な
民
泊
で
町
の
静
か
な
環

境
が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
か
心

配
で
あ
る
。町
の
考
え
は
。

答　

民
泊
事
業
者
を
監
督
す

る
権
限
は
長
野
県
に
あ
る
。

町
は
事
業
者
に
自
治
会
・
商

工
会
・
観
光
協
会
へ
の
加
入
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問　

宿
泊
者
に
守
っ
て
い
た

だ
く
事
項
を
外
国
語
で
書
い

た
要
領
の
作
成
を
町
か
ら
県

に
要
望
を
。

答　

県
に
わ
か
り
や
す
い
民

泊
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
要
望
し
て
い
く
。

防
災
対
策
の
推
進
を

問　

指
定
避
難
所
に
行
き
説

明
を
受
け
る
訓
練
実
施
を
。

答　

地
震
総
合
防
災
訓
練
の

な
か
で
検
討
し
て
い
る
。

問　

国
・
県
は
来
年
度
か
ら

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め

る
新
た
な
支
援
事
業
を
進
め

る
。町
は
こ
の
事
業
を
受
け

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

研
究
し
て
い
く
。

問　

耐
震
化
が
進
ま
な
い
最

大
の
理
由
は
経
済
的
理
由
で

あ
る
。町
は
県
に
、新
た
な
助

成
制
度
の
創
設
・
低
コ
ス
ト

工
法
の
推
進
を
要
望
し
て
欲

し
い
。

答　

県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　

防
火
水
槽
の
安
全
点
検

と
対
策
は
。

答　

早
期
に
点
検
し
、次
年

度
修
繕
し
て
い
く
。

問　

町
と
大
町
ダ
ム

と
の
連
絡
体
制
の
充

実
を
。

答　

大
町
ダ
ム
と
話

を
し
た
。連
絡
体
制
は

確
立
し
て
い
る
。

文
化
の
町
づ
く
り

の
推
進
を

問　

旧「
関
邸
」に
あ
っ

た
香
川
景
樹
の
歌
碑

を
有
明
山
の
見
え
る

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置

を
。

答　

十
分
に
検
討
す
る
。

問　

町
の
文
化
資
源（
内
山

真
弓
・
島
木
赤
彦
・
岡
麓
・
浅

原
六
朗
な
ど
）を
活
か
し
、町

が「
短
歌
・
俳
句
」の
里
に
な

る
よ
う
講
演
会
開
催
な
ど
の

取
り
組
み
を
。

答　

検
討
し
て
い
く
。

問　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
運
営
企
画
な
ど
に
つ
い
て

町
民
の
声
を
聞
く
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
。

答　

応
援
組
織「
利
用
者
の

会
」を
立
ち
上
げ
、会
員
か
ら

意
見
要
望
を
聞
く
。ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
は
考
え
て

い
な
い
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る

新
た
な
民
泊
か
ら
町
の

生
活
環
境
を
保
つ
施
策
を

薄
井　

孝
彦 

議
員

【
産
業
振
興
課
長
】
長
野
県
に
民
泊
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
要
望
し
て
い
く
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旧
関
邸
か
ら
池
田
公
民
館
南
に
移
築
さ

れ
た
香
川
景
樹
の
歌
碑

美
し
い
町
づ
く
り
行
動
デ
ー



議
会
　
一
般
質
問

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

問　

プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
事

で
国
、県
の
補
助
が
出
る
の
で

町
の
負
担
は
、こ
れ
ま
で
の
2

分
の
1
に
な
る
。利
用
料
を
減

額
で
き
な
い
か
。

答　

近
隣
市
町
村
の
利
用
料

を
参
考
に
し
た
。利
用
料
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
は
月
2
千
円
を

限
度
に
1
日
1
0
0
円
と
し
、

子
ど
も
教
室
は
無
料
に
す
る
。

問　

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

は
、放
課
後
、家
に
誰
も
い
な

い
条
件
だ
が
、各
家
庭
の
事
情

に
合
っ
た
対
応
を
。

答　

農
業
、自
営
業
、障
が
い

や
介
護
で
子
ど
も
の
養
育
が

で
き
な
い
な
ど
個
別
相
談
に

応
じ
る
。

会
染
保
育
園
の
改
築

問　

平
成
27
年
、会
染
保
育

園
建
設
検
討
委
員
会
で「
新

築
」の
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、

最
近
教
育
委
員
会
は
、保
小
中

一
貫
教
育
の
考
え
を
示
し
た

が
な
ぜ
か
。

答　

保
育
が
教
育
委
員
会
の

管
轄
に
な
り
、昨
年
秋
に
総
合

教
育
会
議
で「
保
小
中
の
一
貫

し
た
教
育
と
見
守
り
と
高
校

連
携
」を
提
案
し
、現
在
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、た
た
き
台
を
策
定
中
で
あ

る
。施
設
分
離
型
の
一
貫
教
育

で
、5
月
を
め
ど
に
運
営
協
議

会
を
作
る
。

問　

住
民
、教
師
な
ど
の
考

え
を
聞
く
検
討
会
を
持
っ
て

ほ
し
い
。会
染
保
育
園
の
改
築

は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答　

住
民
懇
談
会
を
持
つ
。改

築
時
期
は
言
え
な
い
。

国
民
健
康
保
険
運
営
の
広

域
化
の
影
響

問　

国
保
が
県
運
営
に
な
り
、

30
年
度
は
、国
の
激
変
緩
和

措
置
と
基
金
繰
入
で
保
険
料

の
値
上
げ
が
抑
え
ら
れ
る
方

向
だ
が
、今
後
の
見
通
し
は
。

答　

激
変
緩
和
措
置
が
最
大

6
年
で
あ
る
こ
と
や
基
金
に

も
限
り
が
あ
る
。今
後
、医
療

費
の
伸
び
次
第
で
税
率
を
上

げ
る
可
能
性
も
あ
る
。

問　

国
保
均
等
割
の
1
人

2
万
7
千
円
は
、子
ど
も
が
多

い
家
庭
ほ
ど
負
担
が
大
き
い
。

子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
削
減

を
。

答　

所
得
に
応
じ
て
7
割
、5

割
、2
割
の
軽
減
が
あ
る
。

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
調

査
を

問　

子
ど
も
の
貧
困
が
深
刻

で
あ
る
。町
は
実
態
調
査
を
実

施
し
、現
状
を
把
握
し
た
支
援

対
策
の
実
施
を
。

答　

生
活
、経
済
不
安
な
ど

に
対
応
し
て
い
る
。子
ど
も
の

貧
困
の
実
態
調
査
は
し
な
い
。

会染保育園の改築はいつ
か

服部　久子 議員

【教育長】保小中の一貫した教育を進めるため、
改築の時期は言えない

問　

第
6
次
総
合
計
画（
平

成
31
〜
40
年
）
策
定
は
地
方

創
生
の
土
台
と
な
る
。
行
政

と
地
域
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
、
み
ん
な
で
考
え
町
民

の
声
を
活
か
す
協
議
の
設
営

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
意
見
と
し
て
活
か
し

な
が
ら
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

審
議
会
で
素
案
作
成
、
パ
プ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
通

し
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

人
口
推
移
、
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
財
政
状
況
か
ら
み

た
総
合
計
画
は
、
20
年
・
30

年
の
長
期
財
政
状
況
の
展
望

に
立
っ
た
計
画
策
定
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　

長
期
に
な
る
と
数
字
の

精
度
に
誤
差
が
生
じ
、
作
り

手
の
意
思
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
10
年
ワ
ン

ス
パ
ン
の
期
間
で
し
っ
か
り

見
極
め
確
実
な
計
画
を
考
え

て
い
る
。

教
育
か
ら
は
じ
ま
る
地
方

創
生
に
つ
い
て

問　

地
域
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
「
人
づ
く
り
」
に
、
教

育
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答　

学
校
の
道
徳
教
科
は
、

子
ど
も
自
身
も
自
ら

学
び
、
考
え
る
教
育

へ
と
変
わ
っ
て
く
る
。

大
人
が
変
わ
れ
ば
子

ど
も
も
変
わ
る
と
い

う
視
点
で
輝
き
を
持

つ
よ
う
な
仕
組
み
作

り
を
し
た
い
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
運
営
方
針
に
つ
い

て問　

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
運
営
の
組
織
作

り
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
組

織
「
利
用
者
の
会
」
の
立
ち

上
げ
の
準
備
を
、
町
民
活
動

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
現
在

の
事
業
を
基
本
的
に
継
続
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
活

動
内
容
と
し
て
、
管
理
面
、

展
示
、
読
み
聞
か
せ
、
交
流

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行
、

イ
ベ
ン
ト
、
貸
し
出
し
規
定

な
ど
考
え
て
い
る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

新
図
書
館
の
取
り
組
み
は
。

答　

図
書
館
へ
多
く
の
協
力

者
の
応
募
に
期
待
。
運
営
方

針
な
ど
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
に
努
め
る
。

幸
福
度
を
高
め
る「
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
」の
創
生
は

横
澤　

は
ま 

議
員

【
町
長
】
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
美
し
い
ま
ち
」
を
目
指

し
幸
福
度
を
高
め
る
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児
童
ク
ラ
ブ
で
過
ご
す
こ
ど

も
た
ち

教
育
か
ら
は
じ
ま
る
地
方
創
生



議
会
　
一
般
質
問

問　

少
子
化
に
よ
り
小
学
校

で
1
ク
ラ
ス
、中
学
校
で
2

ク
ラ
ス
と
な
り
、小
中
共
1

ク
ラ
ス
30
人
前
後
の
編
成
と

な
る
。児
童
生
徒
、教
員
、学

校
行
事
へ
の
影
響
は
。

答　

少
人
数
学
級
で
ク
ラ
ス

数
が
多
い
の
が
ベ
ス
ト
で
あ

る
。ま
た
、少
人
数
だ
と
教
師

が
一
人
ひ
と
り
細
や
か
な
配

慮
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。反
面
デ
メ
リ
ッ
ト
は
小
学

生
で
は
学
習
、運
動
面
で
児

童
間
に
序
列
化
の
恐
れ
が
あ

る
。中
学
生
で
は
学
力
や
音

楽
祭
体
育
祭
な
ど
で
競
う
と

い
う
意
識
の
低
下
に
な
り
易

い
。ま
た
、教
職
員
数
の
減
少

は
、学
級
事
務
作
業
の
増
加

や
教
材
研
究
な
ど
の
時
間
が

取
ら
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
学
校

行
事
な
ど
活
動
範
囲
を
制
限

す
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

中
学
校
の
部
活
の
部
員

不
足
、顧
問
の
な
り
手
不
足

等
の
対
応
策
は
。

答　

県
中
体
連
の
考
え
は
学

校
同
士
の
合
同
部
活
を
認
め

て
い
る
。松
川
中
学
校
と
の

合
同
部
活
や
社
会
体
育
組
織

に
よ
る
部
活
の
継
続
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。そ
の
た
め
に

も
、地
域
指
導
者
の
確
保
が

必
要
に
な
る
。

問　

保
小
中
一
貫
校
、学
校
統

合
な
ど
の
考
え
は
。

答　

地
域
の
学
校
の
存
在
意

義
、拠
り
所
と
し
て
の
存
在

子
ど
も
の
活
気
と
元
気
等
を

考
え
、効
率
化
の
追
求
の
み

で
な
く
、子
ど
も
優
先
で
の

教
育
環
境
を
考
え
対
応
す

る
。

農
業
委
員
会
と
の
懇
談
か

ら問　

農
地
利
用
最
適
化
推
進

員
の
増
員
を
。

答　

平
成
28
年
4
月
、法
改

正
で
推
進
員
2
名
と
し
た
経

緯
が
あ
る
。農
地
利
用
に
関

す
る
活
動
か
ら
し
て
増
員
の

必
要
性
を
考
え
て
お
り
、平

成
31
年
4
月
の
改
選
時
ま
で

に
委
員
会
と
検
討
す
る
。

問　

農
地
を
貸
し
た
い
・
売

り
た
い
人
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

売
り
た
い
・
貸
し
た
い
の

相
談
が
増
え
て
い
る
。行
政
、

農
協
5
団
体
で
毎
月
1
回
、

農
地
最
適
化
推
進
会
議
を
開

催
し
、情
報
交
換
、出
し
手
、貸

し
手
調
整
を
行
い
耕
作
放
棄

地
防
止
と
し
て
い
る
。

図
書
館
職
員
と
の
懇
談
か

ら問　

図
書
館
の
位
置
づ
け
と

人
事
面
で
の
窮
屈
さ
は
。

答　

図
書
館
の
使
命
は
、う

る
お
い
、憩
、集
い
、楽
し
み
く

つ
ろ
げ
る
場
所
と
考
え
運
営

し
て
い
る
。人
事
面
は
新
図

書
館
移
行
時
、開
館
時
間
等

を
考
慮
し
検
討
す
る
。

少子化が保育園、小中学
校に与える影響は

桜井　康人 議員

【教育長】小学生での序列化。中学生の競うと
いう意識の低下が心配

問　

平
成
30
年
か
ら
35
年
度

く
ら
い
が
地
方
債
の
在
高
が

ピ
ー
ク
と
な
る
が
、ど
の
よ

う
な
見
解
か
。

答　

今
年
度
当
初
の
実
質

公
債
費
比
率
は
6
．6
%
で
、

新
年
度
の
見
通
し
で
は
32
年

度
11
．4
%
で
あ
る
。以
降
の

見
通
し
は
社
総
交
事
業
の
伸

び
、穂
高
ご
み
処
理
施
設
の

負
担
金
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な

要
素
に
よ
り
、34
年
度
に
は

13
%
超
え
る
状
況
と
な
る
。

問　

社
総
交
事
業
も
8
割
位

実
行
さ
れ
て
き
た
が
5
億
以

上
膨
ら
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
着
手
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な
財

政
状
況
の
な
か
で
、ミ
ニ
公

園
整
備
事
業
や
文
化
財
施
設

整
備
な
ど
延
期
や
廃
止
の
考

え
は
。

答　

協
議
し
た
事
業
額
の
な

か
で
執
行
す
べ
き
と
考
え
る

が
、全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。こ
れ

か
ら
出
て
く
る
地
方
債
の
金

額
か
ら
も
考
え
て
い
く
。

池
田
町
ま
ち
な
か
の
賑
わ

い
拠
点
に
つ
い
て

問　

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
拠

点
施
設
に
つ
い
て
、ス
ペ
ー
ス

ゼ
ロ
の
土
地
を
無
償
で
譲
り

受
け
た
。町
と
し
て
の
お
礼
は
。

答　

法
人
所
有
の
土
地
と
建

物
で
あ
っ
た
。こ
の
施
設
開
館

の
時
に
表
彰
を
し
た
い
。ス

ペ
ー
ス
ゼ
ロ
を
ま
ち
な
か
の

拠
点
と
し
て
活
性
化
が
で
き

れ
ば
と
思
う
。

問　

こ
の
施
設
は
指
定
管
理

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、行
政
と
し
て
の

関
わ
り
は
。

答　

賑
わ
い
の
拠
点
や
企
業

創
設
者
へ
の
支
援
施
設
と
し

て
考
え
て
い
る
。

　

十
分
な
機
能
が
果
た
せ
る

よ
う
、指
定
管
理
者
や
商
工

会
と
連
携
し
て
創
出
事
業
を

す
す
め
る
。

問　

町
も
こ
の
施
設
に

6
千
2
百
万
円
と
い
う
金
額

を
拠
出
し
て
い
る
。

　

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
と
い
う
補
助
額
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、多
額
な
投
資
で

あ
る
。

　

指
定
管
理
者
に
委
託
し
た

と
し
て
も
、利
益
が
上
が
る

の
か
心
配
で
あ
る
。毎
年
、指

定
管
理
料
2
0
0
万
円
、イ

ベ
ン
ト
企
画
料
2
5
0
万
円

を
支
払
う
と
い
う
こ
と
な
の

か
、こ
れ
で
十
分
な
運
営
が

で
き
る
の
か
。

答　

町
と
し
て
も
最
大
限
の

協
力
の
も
と
に
、ま
ち
な
か

の
賑
わ
い
拠
点
と
な
る
よ
う

協
力
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
以
降
の
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
る

の
か

矢
口　

新
平 

議
員

【
町
長
】
社
総
交
の
仕
上
げ
の
年
が
迫
っ
て
い
る

財
政
は
こ
こ
二
、三
年
が
大
き
な
出
費
と
な
る
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で
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学校統合？その行方は！？



議
会
　
一
般
質
問

問　

小
中
学
校
も
含
め
土
壌

と
な
り
う
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

へ
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
が
足
り

な
い
の
で
は
。　

答　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
関
係
団
体
に

対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

改
善
は
必
要
で
あ
る
。　

問　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た

め
に
ス
ポ
ー
ツ
は
欠
か
せ
な

い
の
で
は
な
い
か
。　

答　

ス
ポ
ー
ツ
は
心
身
の
健

全
な
発
達
、
健
康
及
び
体
力

の
保
持
増
進
の
た
め
、
不
可

欠
な
も
の
と
考
え
る
。

他
市
町
村
と
の
連
携
を
す

み
や
か
に
進
め
る
時
期
で

は問　

連
携
に
よ
り
人
と
物
が

動
き
経
済
効
果
は
上
が
る
と

思
う
が
、
積
極
的
に
取
り
組

む
考
え
は
。　

答　

現
在
、
防
災
面
か
ら
岐

阜
県
池
田
町
と
の
災
害
協
定

を
検
討
し
て
い
る
。
人
的
交

流
面
で
も
お
互
い
の
課
題
の

解
消
、
ま
た
進
展
に
繋
が
る

と
考
え
る
。

問　

国
内
外
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

で
価
値
を
見
出
せ
る
と
思
う

が
。　

答　

国
の
交
付
金
事
業
に
よ

り
農
産
物
の
販
路
拡
大
及
び

海
外
旅
行
者
誘
致
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。
池
田
町
の
独

自
事
業
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

で
特
産
品
の
試
飲
、
試
食
を

提
供
し
た
。
平
成
30
年
度
は

観
光
地
の
ペ
ナ
ン
島
へ
も
拡

大
し
て
い
く
。

町
長
の
目
指
す
も
の
は　

問　

今
後
の
道
路
整
備
に
つ

い
て
、
町
長
は
い
か
に
考
え

る
か
。

答　

長
期
の
都
市
計
画
を
立

て
、
国
・
県
と
も
協
議
し
な

が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
を
ど
う
し
て

い
き
た
い
か
。

答　

公
共
施
設
保
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、

こ
れ
を
参
考
に
し
公
共
施
設

の
在
り
方
を
判
断
し
て
い
く
。

問　

少
子
高
齢
化
の
問
題
と

未
来
に
向
け
た
人
口
構
成
は
。

ま
た
、
若
者
の
受
け
入
れ
は
。

答　

65
歳
未
満
の
人
口
増
と

出
産
可
能
な
世
代
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
働
く

場
所
や
住
宅
の
確
保
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
に
配
慮
す

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

スポーツ振興にもっと力を
注ぐべきでは

大出　美晴 議員

【生涯学習課長】関係団体とコミュニケーション
をとって、スポーツ振興を図っていきたい

問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
に
よ
り
、
幼
児
に
持
た
せ

た
り
、
体
の
近
く
で
の
操
作

は
電
磁
放
射
線
で
被
爆
さ
せ

て
し
ま
う
事
と
な
る
。

　

16
才
以
下
の
子
ど
も
の
携

帯
電
話
の
使
用
規
制
、勧
告
、

要
請
な
ど
を
し
て
い
る
国
が

多
く
あ
る
。
日
本
で
は
子
ど

も
を
守
る
為
の
警
告
や
勧
告

を
出
し
た
事
は
な
い
が
、
特

に
妊
娠
時
か
ら
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
使
用
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答　

乳
幼
児
健
康
診
断
時
な

ど
、
外
遊
び
と
、
ス
マ
ホ
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
遊
び
に
よ
る

脳
の
使
わ
れ
方
の
違
い
に
つ

い
て
伝
え
て
い
る
。

　

今
後
、
電
磁
波
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
妊
娠
相
談
時
に

も
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

保
育
園
で
の
対
応
は
。

答　

電
子
機
器
の
全
て
を
否

定
せ
ず
、
上
手
に
活
用
す
る

こ
と
は
子
ど
も
の
成
長
過
程

の
良
き
機
会
と
し
て
捉
ら
え

て
い
る
。

　

電
子
機
器
に
頼
ら
な
い
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
や
ル
ー

ル
を
、
保
護
者
と
共
に
子
育

て
支
援
連
携
の
な
か
で
考
え

て
い
く
。

問　

小
中
学
校
で
の
、
電
子

機
器
利
用
の
約
束
「
夜
九
時

ま
で
に
家
の
人
に
渡
し
ま

し
ょ
う
。」
の
実
態
は
。

答　

小
学
生
は
、
65
%
、
中

学
生
は
、
31
%
で
あ
る
。

3
年
目
を
迎
え
啓
発
活
動

も
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。

　

い
か
に
マ
ン
ネ
リ
化
を

防
ぐ
か
、
P
T
A
や
学
校
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
推
進

係
」
新
設
に
つ
い
て

問　

新
設
係
は
町
の
観
光
拠

点
で
あ
る
ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
を
。

答　

庁
内
各
課
間
の
連
携
や

町
内
各
団
体
の
ま
と
め
役
で

あ
る
な
ど
を
考
慮
し
て
当
面

は
、
役
場
庁
舎
内
で
執
行
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
に
電

動
レ
ン
タ
ル
自
転
車
の
設
置

を
。

答　

30
年
度
の
観
光
協
会
の

予
算
の
中
で
2
台
ほ
ど
電

動
ア
シ
ス
ト
付
き
自
転
車
の

レ
ン
タ
ル
を
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
磁
放
射

線
被
爆
の
対
応
に
つ
い
て

和
沢　

忠
志 

議
員

【
健
康
福
祉
課
長
】
妊
娠
相
談
時
で
健
康
被
害
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
行
う
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工
事
が
進
む
新
し
い
町
道

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し



議
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一
般
質
問

問　

一
丁
目
の
福
祉
会
館
を

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
、
滝
沢
に

あ
る
県
安
曇
養
護
学
校
職
員

宿
舎
を
寮
に
す
る
専
門
学
校

開
設
の
計
画
が
示
さ
れ
た
。

来
年
4
月
、
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
学
科
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
後
日
本
語
学
科
、

福
祉
学
科
の
開
設
を
予
定
し

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日

本
語
学
科
に
は
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る

と
の
こ
と
で
、
不
安
を
持
つ

町
民
も
い
る
。
丁
寧
な
町
民

へ
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る

が
。

答　

3
月
末
に
要
望
の
あ
っ

た
団
体
向
け
に
説
明
会
を
開

催
す
る
。事
業
内
容
の
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、説
明
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

今
ま
で
あ
ま
り
外
国
人

に
な
じ
み
の
な
い
方
な
ど

は
、
ど
の
様
に
外
国
人
学
生

と
接
し
て
い
っ
た
ら
良
い
の

か
、困
る
場
合
も
出
て
く
る
。

町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と

る
の
か
。

答　

近
隣
の
住
民
の
方
も
気

に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と

思
う
。開
校
一
年
目
は
外
国
人

の
割
合
が
少
な
い
ス
タ
ー
ト

に
な
る
。住
民
の
方
へ
徐
々
に

慣
れ
て
い
た
だ
く
目
的
が
あ

る
と
思
う
。風
土
や
習
慣
を

学
習
す
る
機
会
を
作
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、ル
ー
ル
を
著
し
く
逸

脱
し
た
場
合
の
強
制
帰
国
措

置
も
同
様
に
お
願
い
す
る
予

定
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

起

業
に
向
け
た
支
援
を
強
化

問　

現
在
5
名
の
隊
員
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し

て
い
る
。
昨
年
秋
ま
で
協
力

隊
員
が
企
画
運
営
を
行
っ

た
「
安
曇
野
手
し
ご
と
マ
ル

シ
ェ
」は
毎
月
開
催
を
行
い
、

町
に
多
く
の
来
訪
者
が
あ
っ

た
。
参
加
者
か
ら
高
い
評
価

も
あ
る
。
し
か
し
、
協
力
隊

員
そ
れ
ぞ
れ
に
は
任
務
が
あ

る
の
で
時
間
的
な
余
裕
も
あ

ま
り
な
い
中
で
の
運
営
で
あ

る
。
人
的
支
援
や
財
政
支
援

を
含
め
、
協
力
隊
活
動
全
体

へ
の
支
援
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

現
在
の
隊
員
の
活
動

に
対
し
て
、
町
は
高
く
評
価

し
て
い
る
。
30
年
度
か
ら
起

業
等
に
向
け
た
取
り
組
み
に
、

年
間
2
4
0
時
間
の
就
業

時
間
内
で
の
活
動
を
認
め
る

職
務
免
除
規
定
を
設
け
、
支

援
を
強
化
し
て
い
く
。

日本語学科を伴う専門
学校設置に町民への説
明は

矢口　稔 議員

【企画政策課長】詳細が決まり次第、相応の
説明会を開催する

問　

保
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
、
な
ぜ
急
に
話
し
が
出

て
き
た
の
か
。

答　

叩
き
台
を
作
っ
て
い
る

状
況
。
検
討
委
員
会
な
ど
で

十
分
調
査
研
究
し
て
い
く
。

災
害
弱
者
の
災
害
時
に
お

け
る
避
難
誘
導
に
つ
い
て

問　

災
害
時
に
弱
者
を
ど
う

安
全
に
助
け
て
行
く
の
か
。

迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

答　

各
地
区
の
防
災
組
織
や

民
生
児
童
委
員
の
助
け
合
い

が
必
要
。
組
織
の
長
と
の
連

携
を
密
に
し
、
事
前
の
対
策

を
お
願
い
し
て
い
る
。
町
内

11
ケ
所
に
運
営
委
員
会
を
設

置
す
る
た
め
、
各
地
区
に
出

向
し
て
説
明
会
を
実
施
し
た
。

問　

災
害
発
生
か
ら
対
策
本

部
立
ち
上
げ
ま
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

災
害
規
模
に
も
よ
る

が
30
分
以
内
を
目
標
と
す
る
。

大
規
模
地
震
時
は
職
員
自
ら

も
被
災
す
る
事
が
考
え
ら
れ

る
が
、
い
ち
早
く
全
職
員
参

集
に
努
め
る
。

問　

自
主
防
災
会
の
立
ち
上

げ
、
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

作
り
の
現
状
は
。

答　

自
主
防
災
会
は
33
自
治

会
で
立
ち
上
げ
て
い
る
。
防

災
地
図
や
支
え
合
い
マ
ッ
プ

の
整
備
を
見
直
し
て
、
自
主

避
難
計
画
と
併
せ
啓
発
を
更

に
進
め
て
い
く
。

問　

福
祉
避
難
所
の
開
設
に

は
時
間
が
か
か
る
と
思
う
が
、

災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ

と
同
時
に
開
設
で
き
な
い
か
。

答　

福
祉
避
難
所
は
災
害
時

に
必
要
に
応
じ
て
開
設
さ
れ

る
。
入
居
候
補
者
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
迅
速
な
避
難
誘
導
を

行
う
。
有
事
の
際
は
公
平
な

生
活
支
援
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

災
害
協
定
に
つ
い
て

問　

多
く
の
関
係
機
関
と
締

結
し
て
い
る
が
、
電
気
事
業

者
な
ど
と
の
協
定
を
要
望
す

る
。

答　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
重
要

な
の
で
、
随
時
、
必
要
性
を

鑑
み
関
係
団
体
や
企
業
と
協

定
し
て
い
く
。

A
E
D
設
置
に
つ
い
て

問　

公
共
施
設
や
病
院
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
が
、
夜
間

深
夜
は
利
用
で
き
な
い
。
24

時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
に
お

願
い
で
き
な
い
か
。

答　

大
北
広
域
や
町
と
し
て

も
人
命
に
関
わ
る
問
題
な
の

で
早
急
に
依
頼
し
て
い
き
た

い
。

会
染
保
育
園
の
建
て
替
え
は

立
野　

泰 

議
員

【
町
長
】

別
の
場
所
に
時
間
を
か
け
て
新
築
を
検
討
す
る
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専
門
学
校
開
設
予
定
の
福
祉

会
館
（
一
丁
目
）



委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　災害時に議会議員がとるべき行動指針について、昨年の
7 月から総務福祉委員会を中心に検討し、この 4 月 1 日か
ら施行することとした。

　概要は次のとおりです。

　上水内郡飯綱町の前議長寺島渉氏から、長年議会改
革に取り組んできた経緯をお聞きした。
　飯綱町は平成 17 年旧牟礼村と三水村が合併して発
足。合併直後旧牟礼村の第三セクターが突然の経営破
綻となり、住民から厳しい批判が巻き起こった。

〇議会改革のチャンス　

　議会のチェック機能は果たされていたのか、議決責任
と説明責任が問われ、寺島氏は議会が注目された今こ
そが議会改革のチャンスと捉えた。

〇住民の厳しい評価が

　議会活動に対する全世帯対象に住民アンケートを実
施、その評価は 4 人のうち 3 人が厳しい評価をするも
のであった。そして議会として多くの学習会と自由討議
を重ね、目指す議会像と 8 項目の改革課題を整理した。

〇議会基本条例の制定

　その後実践の成果も踏まえ、平成 24 年議会基本条
例を制定した。3 年後基本条例の一部改正を行い、議
会広報モニターの充実や「政策サポーター制度」の新
設を図った。

①議会災害対策支援室の設置

災害時、町が災害対策本部を立ち上げたと同
時に、「議会災害対策支援室」を立ち上げる。

②災害対策支援室の任務

○議員の安否を確認する。
○町災害対策本部からの情報を議員へ知らせ

る。
○議員からの災害情報を集め、町対策本部に

報告する。
○支援室会議を行い、対応を検討する。
○被災地や避難所などの調査を行い、要望をま

とめ対策本部に報告する。
○必要に応じて、臨時議会の開催を要請し、災

害対策への対応を町と協議する。また、町と
協議し国・県などへ要望する。

③議員の任務

○自らの安否を支援室に報告する。
○支援室からの情報を地域の人へ知らせ、地域での支援活動

を行う。
○被災地、避難所での情報を収集し、支援室に報告する。
○被災者からの相談にのり助言を行う。
○支援室会議に参加する。
　災害発生時、議員は以上の指針により行動いたします。

〇政策サポーター制度が成果
を挙げた

　特に「政策サポーター制
度」はテーマ別に議員と住民
が話し合い町長に政策提案を
するもので、議員のいない集
落、女性や若者を中心に募集
をし、大きな成果を挙げている。

〇町政に住民の声が

　昨年の町議選ではモニターやサポーターを務めた人
が 5 人立候補・当選し、議員のなり手不足解消の足掛
かりともなっている。
　模擬議会や休日、夜間議会の開催、地域へ出ての懇
談会の実施など、取り組んできた議会改革について熱
く語られた。
実績に基づく内容であり議会改革の重要さがひしひし
と伝わってきた。
　議会改革は一朝一夕では成し遂げられないが、一
歩ずつできることから取り組んでいく必要性を強く思っ
た。

総務福祉委員会 災害時の
議会議員行動指針を
策定しました
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『議会力を向上させ、町長と切磋琢磨する議会へ』
～「学ぶ議会」と「自由討議」が推進力～

議会改革学習会を
開催しました

飯綱
町前
議会議長寺島歩氏

に
聞
く

いざ、出動！！



委
員
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ト

　議会閉会中の活動として、農業委員
会の皆さんと意見交換会を行った。日
頃、農業振興に幅広く活躍されている
委員の皆さんの生の声を聞くことで、
少しでも池田町の農業の現状を理解す
ることができた。

　農業委員会は平成 28 年４月の法改
正により、地区からの推薦９人、農業
者の組織団体からの推薦１人、町内全
域からの推薦、募集が各１人（女性）
と農地利用最適化推進委員２人総勢
１４人で構成されている。
　委員会の職務は多岐にわたる。
　主な任務は、
①農地の確保と有効利用に向けた取り

組み
②農地の利用の最適化への取組み
③農業の担い手の育成確保への取組み
④地域の課題解決に向けての取組み、

以上４つの基本的な取組みを柱に現
在は、

・遊休農地発生防止解消　
・担い手への集積集約化
・新規就農者の促進　
・農業農村の声を行政機関へ、を具体

的な重点項目とし活動している。
 農地行政上の課題として、
①狭小、不整形等条件不利圃場の借り

手なし、売り手の増加
②所有者不明農地の増加
③遊休農地解消活動への支援措置（人

員増と財政援助）に頭を悩まし、喫
急の課題である。

　今後も町の農業振興のため活動され
ることを期待する。

　地域交流センター内に新設され
る図書館に向けて、図書館職員の
みなさんとの懇談会を持った。

●図書館の現状を聞く

◦男性の利用は、土日の利用が多く、60 歳以上が多い。
◦女性の利用は、水曜日の利用が多く、12 歳以下、30 歳、

40 歳、60 歳代が多い。
◦中学生は放課後の学習、読書で利用している。
◦高校生は受験勉強などで利用している。
◦29年度末の蔵書数は72,848冊。図書購入費420万円（内

110 万円は寄附金）。登録者数は 2,517 人。
◦児童図書、特に絵本が多い。
◦乳幼児から高齢者まで、憩いの場を提供している

●振興文教委員の要望として

◦人事や蔵書検索も含め学校図書館との連携を。
◦図書館と保育園との連携や交流を深められたい。
◦地域へ出向いて図書館振興を、また、利用者促進を。
◦図書館に中高校生や 20 歳前半の若者のコーナーの設置を。

もっと気軽に立ち寄れる場所へ。
◦高齢者のために図書資料の郵送サービスを。
◦新図書館には子育て支援職員も常駐し、気軽に子育て相談

ができるように。
◦高齢者施設へ出かけ、図書サービスを。
◦閉館日について工夫を。

●図書館職員の要望

◦地域の図書館として運営に人材を募りたい。
◦絵本の貸し出しが多く、絵本を充実させたい。
◦子どもが２歳児になるころ母親が働き始めるが、子育て中で

も自分のために本を借りてもらいたい。
◦職員は現在３人でギリギリの運営なので、新図書館になれ

ば増員が必要。
◦滞在型になるので多少の子どもの話し声は認めたい。
◦若者のコーナーを作りたい。

　町民の意見を入れて運
営にも参加する開かれた
図書館を目指すことで一
致でき、新図書館がウキ
ウキする場所になるよう
これから楽しみです。

振興文教委員会

農業委員会のみなさんとの
意見交換会を行いました

図書館職員のみなさんとの
懇談会を行いました
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図書館全景

図書館懇談会
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「健康長寿をめざし、みんなで食育」

　議会における食育推進特別委員会ではこの
一年、町民の健康長寿を目指し、食育のあり
方を示す方向として、食育条例を視野に入れ
た研修視察や調査研究を行ってきた。
　健康寿命をのばす施策の一つとして、高血
圧、脳血管疾患との関連が深いとされる住民
の食塩摂取の実態状況を把握しておくことが
不可欠とし、町の検診時に尿中塩分検査を要
望したところ、新年度から実施されることに
なった。このことは、健康増進対策への第一
歩と考える。
　今、池田町食育推進計画を基として、ライ
フステージにおける「食育ガイドライン・実
施計画」を検討している。
　委員会で調査研究し、池田町の「健康長寿
をめざし、みんなで食育」に取り組む重点事
項は、右の表のようなことが考えられる。
　健康で長生きをすることは、子どもから高
齢者にいたるまで万人共通の願いであり、活
力ある地域をつくり上げる基礎になるものと
考える。
　「健全な精神は健全な肉体に宿る」と昔か
ら言われているが、そのための指針ともなる
事柄を示唆させていただいた。
　今後、さらに「食が営む健康長寿の美しい
池田町」の食育研究を深めていきたい。

　
町
村
議
会
表
彰
は
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
よ
り
全
国
26
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
振
興
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

池田町の「健康長寿をめざし、みんなで食育」

［重点項目］
○食文化の継承を
・ご飯（地元米）を主とした「一汁三菜・主食・主菜・副菜」

の和食文化の継承
・行事食、郷土食・旬の料理を食卓に
・地産地消の拡充（地域でとれた食材でバランスよい食事）
○一家団欒楽しい食卓
○減塩でおいしい食事づくり
○両手いっぱい野菜運動　　　
○１日３食バランスよい食事　　
○高齢者の低栄養予防
○県民運動「信州ＡＣＥプロ

ジェクト」の推進と医療体
制の充実

○食品ロスの取り組み（もっ
たいない教育）

○食と農の教育推進
○６次産業化への拡充
○関係機関・団体等の食に

関する取り組み

食育推進特別委員会の動き

平成 29 年度
町村議会表彰を受賞しました
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臨
時
会
／
モ
ニ
タ
ー
意
見

議
会
だ
よ
り
　
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
利
用
な
ど
実
際
に

訪
れ
て
い
る
方
に
Ｐ
Ｒ
も

必
要
と
思
う
。

議
会
だ
よ
り
に
希
望
す
る
記

事
の
内
容
は
？

◦
「
○
○
議
員
の
1
日
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
1
人

の
議
員
の
活
動
の
紹
介
を

取
り
上
げ
る
と
議
員
の
仕

事
に
関
心
を
持
つ
と
思
う
。

議
会
へ
の
ご
意
見
は
？

◦
政
治
は
弱
い
も
の
、
困
っ

て
い
る
も
の
を
幸
せ
に
し

て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
た
ち
が
、

「
や
っ
ぱ
り
池
田
町
は
い

い
町
だ
」
と
思
え
る
よ
う

な
町
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
各
地
区
へ
の
懇
談
会
を
計

画
し
て
も
ら
い
た
い
。

　　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

も
来
年
は
参
加
す
る
か
な

あ
…
…
。

一
般
質
問
の
ご
感
想
を

◦
行
政
の
回
答
が
、「
研
究

す
る
」、「
検
討
す
る
」
と

の
回
答
に
対
し
て
、
そ
の

後
引
き
続
き
質
問
を
。

◦
児
童
セ
ン
タ
ー
利
用
料
に

つ
い
て
「
受
益
者
負
担
」

を
克
服
し
て
、
子
ど
も
の

未
来
へ
の
投
資
を
期
待
し

た
い
。

◦
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
拠
点

は
、
町
の
予
算
に
余
裕
が

あ
れ
ば
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
増
や
し
、
先
輩
の

協
力
隊
員
と
「
思
い
描
い

て
い
る
地
域
お
こ
し
」
を

実
現
で
き
る
良
い
フ
ィ
ー

ル
ド
に
な
る
と
思
う
。

◦
移
住
定
住
施
策
は
、
町

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
で
あ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
マ

ク
ロ
的
な
広
報
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
興
味
の

あ
る
人
に
情
報
が
届
く

よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
い

く
つ
か
探
っ
て
は
ど
う
か
。

興
味
を
持
っ
た
記
事
は
?

◦
「
町
民
の
皆
さ
ん
に
聞
く
」

は
、
旬
の
話
題
で
、
毎
回

楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

◦
「
一
目
で
わ
か
る
審
査
結

果
」
は
各
議
案
に
つ
い
て
、

誰
が
ど
の
内
容
に
賛
成
、

反
対
を
し
た
の
か
が
わ
か

り
や
す
い
で
す
。

◦
賛
成
意
見
、
反
対
意
見
も

掲
載
さ
れ
て
い
て
よ
い
で

す
。

紙
面
の
構
成
は
?

◦
内
容
に
よ
っ
て
は
、
箇
条

書
き
に
し
た
方
が
読
み
や

す
い
の
で
工
夫
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
補
正
予
算
の
質
疑
が
わ
か

り
に
く
い
の
で
、
補
足
説

明
を
詳
細
に
。

◦
見
開
き
で
統
一
感
が
あ
る
。

◦
表
紙
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
の

写
真
は
「
よ
し
、
頑
張
る

ぞ
〜
」
と
意
気
込
み
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
。
そ

れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
な

町
長
さ
ん
の
眼
差
し
。
私

【議案】
平成 30 年度

一般会計補正予算
《結果》

全員賛成；可決

【議案】
平成29年度

一般会計補正予算
《結果》

全員賛成；可決

【議案】
特別職の給与に関する

条例の一部改正
公民館使用許可取り消し処分で
町の責任を明確にするため町長、
副町長、教育長の給与の減給

《結果》
全員賛成；可決

4月 開会日：４月６日㈮1月 開会日：１月 11 日㈭

臨　時　議　会

◦町営バス車両購入費
1100万円

　安曇野線の使用を考慮し、初の
ラッピング塗装を行う。

◦まちなかの賑わい拠点施設
　オープンセレモニー費用　15万円

◦障がい者雇用
187万８千円

◦町営バス修繕料
102万4千円

◦あづみ野広場整備委託費
120万円

台風災害により被災したグラ
ウンドの整備

主な補正事業主な補正事業

復旧されたあづみ野広場グラウンド
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編
集
後
記
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　「
実
家
の
茶
の
間
」
は
、
実

は
ま
だ
本
起
動
し
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
、
開
設
直
前
に
私
が
体
調

を
崩
し
台
所
改
修
を
中
断
し

た
た
め
で
す
。
役
員
が
相
談
し

て
昨
年
は
じ
っ
く
り
準
備
活
動

し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
多
種
多
様
。
し

め
縄
作
り
、
プ
ロ
の
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
、
ひ
な
祭
り
で
歌
い
、

誕
生
会
を
や
り
、
流
し
そ
う

め
ん
を
楽
し
み
、
花
火
を
見
て
、

八
幡
様
の
お
も
て
な
し
を
や
り
、

郷
土
料
理
で
ほ
っ
こ
り
し
…
。

　
こ
れ
ら
の
間
に
は
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
品
で
、「
も
っ
た

い
な
い
市
」
と
銘
打
ち
バ
ザ
ー

を
や
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
で
は
回
覧
を
廻
し
て

頂
き
、
ご
近
所
で
は
臨
時
駐
車

場
を
無
償
で
提
供
頂
き
大
き
な

力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
一・
二
丁
目
中
心
に

88
歳
と
90
歳
に
な
る
方
に
、
町

中
の
昔
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
触
れ
る
機
会
の
少
な
い

池
田
の
昔
、
そ
の
ま
ま
聞
か
ず

に
い
て
は
も
っ
た
い
な
い
思
い

か
ら
で
し
た
。

　
土
曜
の
食
事
提
供
は
、
正
式

開
設
前
に
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
し

よ
う
と
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
し
、

暮
れ
の
餅
つ
き
で
は
無
農
薬
の

餅
米
で
、
雑
煮
の
野
菜
は
池
田

産
に
限
っ
て
使
い
ま
し
た
。
地

産
地
消
を
柱
に
据
え
た
食
の
提

供
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
か

ら
、
無
償
提
供
頂
く
こ
と
も

度
々
で
す
。
安

い
値
段
で
で
き

る
の
も
そ
の
お

か
げ
で
す
。

　
二
月
か
ら
始

め
た
趣
味
の
集

ま
り
で
、
も
っ

た
い
な
い
と
形

に
す
る
着
物
の

リ
メ
イ
ク
。
利
用
者
の
希
望
で

決
ま
っ
た
絵
手
紙
。
同
じ
趣
味

で
好
き
な
時
間
を
自
由
に
過
ご

せ
る
よ
う
な
居
場
所
で
あ
っ
て

も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
人
形
作
り
を
す
る
90
歳
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
教
え
て
あ
げ

た
い
と
言
い
、
そ
れ
は
あ
り
が

た
い
と
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
つ

な
が
れ
ば
茶
の
間
の
存
在
が
無

駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
今
は
台
所
の
整
備
が
で
き

た
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

支
援
も
で
き
る
食
堂
と
し
て

の
役
割
を
担
え
る
よ
う
人
材

を
確
保
中
で
す
。
会
員
が
増

え
、
平
日
午
後
も
子
ど
も
た

ち
の
声
で
活
気
づ
い
た
ら
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
服
部
　
久
子 

　
副
委
員
長
　
　
横
澤
　
は
ま

　
委
　
　
員
　
　
矢
口
　
新
平

和
澤
　
忠
志

那
須
　
博
天

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
担
当
と

な
り
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
　

　「
よ
り
見
や
す
く
・
よ
り
解

か
り
や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

池
田
町
の
基
本
で
あ
る
平
成
30

年
度
の
予
算
を
主
眼
に
編
集
し

ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
議
会
の

取
り
組
み
を
、
よ
り
多
く
発
信

で
き
る
よ
う
創
意
工
夫
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
意
見
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
那
須
博
天
）

 ― 第 7 回 ― 

曽
そ ね は ら

根原鈴
す ず み

美 さん（一丁目）

1948 年愛知県生まれ　（69歳）
　町村合併が進められていた時、自立を選
んだ池田町で、町おこしと自分たちの暮ら
しをつなぐ仕事をしたいと移住。しかし、
連れがウツを発症。これをきっかけにヘル
パー資格をとり、残る人生の方向を決める。
実家で４人介護し続けた義姉に学び、家庭
にできなかったことを住んでいる所で返そ
うと考えた。義姉に応援してもらいながら
実家の茶の間の構想に着手。
　ただ今会員募集中。利用する人も手伝っ
てくださる人も、お互いさまの精神で。
（火）～（土）10時 30分
（土）のみ食事提供
電話 080-4687-4002
「実家の茶の間」
代表　曽根原鈴美

略歴・活動内容

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

議員学習会を開催します

課題	 「池田町の保育・教育を考える」

講師	 長野県県民文化部次世代サポート課
	 次世代育成推進幹・竹内延彦さん

日時	 平成 30 年 5 月 23 日（水）　
	 学習①　午前 10 時 30 分〜正午
	 学習②　午後 1 時 30 分〜 3 時

会場	 池田町役場 2 階　大会議室

☆ 町民のみなさんもご参加ください ☆

　お申込みは、5 月 16 日（水）までに議
会事務局〈電話 62-9529〉へお願いします。

み
ん
な
で
餅
つ
き


